
　
開
拓
記
念
館
に
は
、
新
十
津
川
町
指

定
文
化
財
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

紹
介
し
ま
す
。

新十津川獅子神楽新十津川獅子神楽

新
十
津
川
獅
子
神
楽

（
町
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

第
１
号　
昭
和
58
年
指
定
）

　
新
十
津
川
獅
子
神
楽
は
、
神
社
例
大

祭
に
合
わ
せ
て
、
神
社
と
役
場
前
を
中

心
に
町
内
各
地
で
演
舞
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
で
は
、
特
別
ク
ラ
ブ
が

獅
子
神
楽
保
存
会
か
ら
指
導
を
受
け
て

練
習
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
学

内
で
の
各
種
行
事
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
獅
子
神
楽
は
、
頭か
し
ら（

獅
子
の
先

頭
部
）
１
人
、か
や
（
頭
以
降
の
中
役
）

４
人
、
踊
子
１
人
以
上
と
大
掛
か
り
な

も
の
で
、
ほ
か
に
太
鼓
、
笛
な
ど
の
演

奏
も
入
り
ま
す
。

　
開
拓
記
念
館
に
は
、
頭
と
か
や
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

獅
子
神
楽
は
い
つ
、
ど
こ
か
ら
何

の
た
め
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
？

・『
新
十
津
川
百
年
史
』
に
は
…

　
「
明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）、
日
露

戦
争
後
の
人
心
退
廃
の
風
潮
を
憂
う
中

川
三
之
丞
、
山
本
十
吉
、
高
桑
伝
次
郎

ら
富
山
県
出
身
者
が
、
青
年
た
ち
に
健

全
な
娯
楽
を
授
け
る
と
と
も
に
、
併
せ

て
村
祭
り
に
も
寄
与
し
よ
う
と
獅
子
神

楽
の
普
及
を
計
画
し
、
同
郷
の
先
輩
中

川
与
七
郎
・
高
桑
清
作
・
中
川
吉
左
衛

門
・
中
川
吉
之
丞
・
中
川
与
助
・
高
桑

長
吉
・
石
本
国
蔵
ら
の
賛
成
を
得
て
獅

子
神
楽
会
を
設
立
し
た
。
会
長
に
高
桑

長
吉
を
推
し
、
寄
付
金
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
135
円
（
※
１
）
の
資
金
が
集
ま
っ

た
。
山
本
十
吉
・
斉
藤
九
左
衛
門
を
師

匠
と
し
て
、
早
速
青
年
た
ち
に

獅
子
舞
を
指
導
教
授
し
、
一
方
、

高
桑
伝
次
郎
は
用
具
調
達
の
た

め
郷
里
の
富
山
県
利と

賀が

村
（
※

２
）
栃と
ち
原は

ら
へ
赴
き
、獅
子
頭(

か

し
ら
）、か
や
、か
り
さ
ん
（
袴
）、

前
か
け
な
ど
を
買
い
求
め
て
帰

村
し
、九
月
に
は
玉
置
神
社（
現

新
十
津
川
神
社
）
の
秋
祭
り
で

初
の
発
表
を
行
っ
た
。

　
以
来
四
区
（
※
３
）
の
青
年

た
ち
に
よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
、

毎
年
玉
置
神
社
の
大
祭
に
は
、

そ
の
舞
い
を
奉
納
し
、
近
隣
市

町
村
に
例
の
な
い
伝
統
と
特
色

あ
る
郷
土
芸
能
と
し
て
名
声
を

博
し
た
。」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
１　
明
治
41
年
の
135
円
は
、

企
業
物
価
指
数
で
換
算
す

る
と
、
現
在
の
約
60
万
円

に
相
当
す
る
が
、
高
桑
伝

次
郎
氏
の
よ
う
に
獅
子
頭
、

か
や
、
袴
、
前
掛
け
な
ど

一
式
を
現
在
そ
ろ
え
る
と
、

300
万
円
以
上
を
必
要
と
す
る
。

※
２　
富
山
県
利と

賀が

村
…
現
在
の
富
山

県
南な
ん
砺と

市

※
３　
四
区
…
新
十
津
川
の
古
い
地
域

区
分
名
。
現
在
の
大
和
区
と
橋
本

区
に
ま
た
が
り
、
旧
里
見
地
区
と

宮
前
地
区
を
指
す
。

『
獅
子
神
楽
七
十
五
年
記
念
誌
』（
昭

和
55
年
刊
）
も
加
え
て
考
察
す
る
と
、

次
の
４
点
が
分
か
り
ま
す
。

昭和55年8月の開館から、新十津川町開拓記念館は
42年目を迎えました。記念館は、開拓移住民の偉業
をたたえ、歴史を伝える郷土資料館です。
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問合せ 新十津川町開拓記念館　☎ 76-2622

①
明
治
41
年
に
、
富
山
県
出
身
者
が
郷

里
の
利と

賀が

村
か
ら
伝
え
た
。

②
そ
の
富
山
県
出
身
者
は
、
旧
四
区
で

困
難
と
さ
れ
て
い
た
場
所
で
稲
作
に

成
功
し
た
複
数
の
方
々
で
あ
っ
た
。

③
日
露
戦
争
後
の
青
年
へ
の
娯
楽
提
供

（
健
全
育
成
）
と
村
祭
り
へ
の
寄
与

を
目
的
に
し
て
い
た
。

④
故
郷
へ
の
思
い
と
同
郷
の
団
結
が
、

獅
子
神
楽
を
伝
え
る
こ
と
を
後
押
し

し
た
。

獅子神楽は子どもたちに大人気！獅子神楽は子どもたちに大人気！

玉
置
神
社
奉ほ
う

祀し

之の

景け
い

（
町
有
形
文
化
財
指
定

第
２
号　
平
成
14
年
指
定
）

　
奉
納
絵
馬
は
、
上
徳
富
（
現　
大
和

区
）
の
シ
ス
ン
島
（
石
狩
川
と
三
日
月

湖
に
囲
ま
れ
た
部
分
）
に
社
殿
を
建
て

て
、
旧
郷
玉
置
神
社
の
分
霊
を
奉
安
し

た
時
の
様
子
を
岸
尾
森
直
氏
が
、
明
治

27
年
６
月
24
日
に
奉
納
し
た
も
の
で
、

カ
ン
バ
ス
に
油
絵
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
玉
置
神
社
は
、
現
在
の
新
十

津
川
神
社
に
当
た
り
ま
す
。

・『
新
十
津
川
百
年
史
』
に
は
…

　
「
幟の
ぼ
りが

林
立
し
、
露
店
が
設
け
ら
れ
、

村
民
が
撃
剣
、
射
撃
、
踊
り
な
ど
に
興

じ
て
い
る
有
様
や
、
家
屋
の
配
置
、
渡

船
の
情
景
な
ど
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い

た
新
村
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
拓
当
初
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な

も
の
と
し
て
、
こ
の
絵
の
複
製
品
が
北

海
道
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

絵
馬
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

　
絵
馬
を
よ
く
見
る
と
「
？
」
と
思
う

箇
所
が
あ
り
ま
す
。

①
シ
ス
ン
島
の
横
に
、
２
㎞
以
上
離
れ

て
い
る
徳
富
川
が
流
れ
て
い
る
。
ど

う
し
て
徳
富
川
を
近
く
に
描
い
た
の

か
？

②
『
新
十
津
川
百
年
史
』
に
盆
踊
り
と

あ
る
が
、
ど
う
し
て
ヤ
グ
ラ
の
下
に

い
る
人
が
並
ん
で
い
な
い
の
か
？
白

い
点
々
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

餅
ま
き
を
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

③
十
津
川
郷
で
の
水
害

に
遭
っ
て
か
ら
５
年

後
に
、
高
さ
が
低
い

地
点
に
神
社
を
置
く
。

こ
の
後
、
明
治
31
年

に
は
水
害
で
神
社
が

水
に
浸
か
り
、
明
治

33
年
に
は
現
在
の
場

所
に
移
る
。
ど
う
し

て
浸
水
リ
ス
ク
が
あ

る
地
区
に
神
社
を
建

て
た
の
か
？

今
と
な
っ
て
は
、
正

確
な
答
え
は
分
か
り

ま
せ
ん
。

開
拓
記
念
館
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　
開
拓
記
念
館
に
町
外

か
ら
見
学
に
来
る
方
か
ら
、
よ
く
「
獅

子
神
楽
は
奈
良
県
十
津
川
か
ら
伝
わ
っ

た
も
の
で
な
い
ん
だ
！
」
と
の
感
想
を

聞
き
ま
す
。

　
ま
た
、
絵
馬
を
見
て
い
る
と
「
こ
の

絵
は
ど
こ
ま
で
本
当
の
景
色
を
描
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
疑
問
が
湧
い

て
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
開
拓
記
念
館
で
「
！
」
や

「
？
」
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

玉置神社奉
ほう

祀
し

之
の

景
けい
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